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◇
開
催
日
・
場
所

　
８
月
13
日
の
晩
、
産
土
神
社
（
熊
野

神
社
）
へ
の
奉
納
と
い
う
形
で
上
演
さ

れ
、
神
社
の
ほ
か
、
地
域
内
各
所
で
開

催
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
幕
納
め
は
秋
の
収
穫
の
合
間
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。）

◇
現
在
は
後
継
者
不
足
で
中
止
し
て
い

ま
す
が
、
幸
屋
渡
番
楽
保
存
会
に
よ
る

と
、
用
具
類
は
良
い
状
態
で
保
存
し
て

お
り
、
ぜ
ひ
若
者
や
子
ど
も
た
ち
に
継

承
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

▽
平
成
７
年
３
月
６
日
市
指
定
文
化
財

▽
資
料
／
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
作
成

資
料
、「
秋
田
民
俗
芸
能
ア
ー
カ
イ
ブ

ス
」（
国
際
教
養
大
学
）、
幸
屋
渡
番
楽

保
存
会
か
ら
の
聞
き
取
り

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
委
員　
照
内
捷
二

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

84

○「
幸
屋
渡
番
楽
」

◇
所
在
地　
北
秋
田
市
阿
仁
幸
屋
渡

◇
管
理
者　
幸
屋
渡
番
楽
保
存
会

〈
内
容
〉

　
演
目
は
大
小
20
数
目
あ
り
、
５
拍
子

で
ゆ
っ
く
り
舞
う
優
雅
で
古
式
の
番
楽

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
演
目
の
主
な
も
の
は
、「
三
番
叟
」「
牛

若
丸
」「
信
夫
」「
若
子
女
舞
」「
露
払
」「
屋

島
」「
伊
勢
の
宮
」
の
ほ
か
、
段
も
の
と

称
さ
れ
る
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
か
ら

五
、
六
段
目
の
勘
平
、
与
一
兵
衛
に
扮

し
て
行
う
寸
劇
風
の
も
の
ま
で
あ
り
、

神
舞
の
伝
承
も
豊
か
で
、
作
法
も
扇
か

ら
目
を
離
さ
な
い
で
踊
る
な
ど
厳
し
い

口
伝
も
あ
り
ま
し
た
。

〈
起
源
〉

　
番
楽
の
始
ま
り
は
、
慶
長
〜
元
和

（
１
５
９
６
年
〜
１
６
２
４
年
）
頃
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
時
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
戦
後

青
年
団
に
引
き
継
が
れ
復
活
し
、
42
歳

ま
で
の
男
子
で
結
成
さ
れ
た
保
存
会
に

よ
り
演
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

 

高
校
生
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と

 

書
き
初
め
の
集
い
「
作
品
展
」

申
問
　
　
　
中
央
公
民
館 

☎
62‐

１
１
３
０

北
秋
田
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

（
民
俗
芸
能
）

日
時　
３
月
17
日（
火
）

　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時

会
場　
合
川
公
民
館

内
容　
合
川
の
文
化
財

　
　
　
〜
地
域
の
文
化
財
あ
れ
こ
れ
〜

講
師　
福
岡 

龍
太
郎
さ
ん

　
　
　
（
合
川
地
方
史
研
究
会
顧
問
）

　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
実
付
き
を
左
右
す
る
、

春
の
剪
定
や
管
理
方
法
を
、
専
門
家
に
学

び
ま
す
。

日
時　
３
月
28
日（
土
）

　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
秋
田
県
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
生
態
系
公
園
鑑
賞
温
室（
大
潟
村
）

定
員　
20
人　
／　
参
加
料　
無
料

日
時　
３
月
22
日（
日
）
18
時
30
分
〜

会
場　
浜
辺
の
歌
音
楽
館

出
演　
浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱

団
、Ｍ・
Ｍ・
Ｃ

〈
特
別
出
演
〉本
城 

奈
々
さ
ん

入
場
料　
無
料

ふるさとで夢を追ってふるさとで夢を追って

　合川公民館の今年度２回目となる「ろばた講座」
が、２月６日に合川公民館で行われ、「ふるさとで夢
を追って」と題して、畠山牧場と北杜ポランファー
ムのオーナーである畠山慎咲さんが講話をしました。
　講話の中で畠山さんは、当初は北海道でジャーナ
リストを目指すも牧場経営の方向へ進んだ過程や、
世界各地の牧場に行って学んだ風土気候に合った物
作りについて、統計を用いてわかりやすく説明しな
がら「夢を追うには気持ちが大切」と力強く話しま
した。終始ユーモアを交えながらの講話に参加者か 　▲ユーモアを交えて講話する畠山さん

らは笑みがこぼれ、講師のアットホームな感じが伝
わってくる講座となりました。～第２回「ろばた講座」～

 

合
川
公
民
館
第
３
回
ろ
ば
た
講
座

問

 　

 

合
川
公
民
館 

☎
78‐

２
１
１
４

 

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
鷹
巣
図
書
館 

☎
62‐
３
３
１
１

申
問

　

１
月
31
日
に
開
催
し
た
「
高
校
生
書
道

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
書
き
初
め
の
つ
ど

い
」
の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　
３
月
５
日（
木
）〜
８
日（
日
）

時
間　
《
５
日
・
６
日
》　
９
時
〜
21
時

《
７
日
・
８
日
》　
９
時
〜
17
時

会
場　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

　
鷹
巣
図
書
館
で
は
、
４
月
か
ら
図
書
の

ほ
か
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
森
吉
図
書
館
、
合
川
公
民
館
図

書
室
、
阿
仁
公
民
館
図
書
室
に
つ
い
て
も

貸
出
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
も
う

し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

《
貸
出
Ｄ
Ｖ
Ｄ
》

▽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
〜
挑
戦
者
た
ち
〜

▽
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル 

仕
事
の
流
儀

※

ど
ち
ら
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ

総
合
テ
レ
ビ
で
放
送

さ
れ
た
も
の
で
す
。

 

浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団

 

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

申
問
　
　

 

生
涯
学
習
課 

☎
62‐

６
６
１
８

 

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
剪
定
講
習

　
　
　
む
つ
み
造
園
生
態
系
公
園
管
理

　
事
務
所 

☎
０
１
８‐
８
８
１‐
３
６
１
１

申
問

　
幸
屋
渡
番
楽

さ
ん
ば
そ
う

つ
ゆ
は
ら
い

わ
か
ご
お
ん
な
ま
い

か

な

で

ほ

ん

し
の
ぶ

学びの広場

鈴木健次郎と小畑勇二郎に学ぶ鈴木健次郎と小畑勇二郎に学ぶ

　▲生涯学習の重要性について理解を深める参加者

　中央公民館公開講座「新春グッドライフ講座」が、
１月22日に中央公民館で行われ、一般市民など60
人が参加しました。
　講師の小畑勇二郎顕彰会会長の浅利司さん（大館
市在住）は、「生きることは学ぶこと」をテーマに、
生涯学習を全国に先駆けて提唱した元県知事の小畑
勇二郎氏と社会教育の基礎を築いた元秋田高校長の
鈴木健次郎氏について、旧制秋田中学・高校の同級
生時代や青年会活動などの軌跡をたどりながら「白
鳥芦花に入る」、「青少年の足を洗う」などの名言を

説かれるなど、参加者はあらためて生涯学習の重要
性に理解を深めていました。～中央公民館公開講座「新春グッドライフ講座」～

まだまだ元気！おらがまちを応援し隊！まだまだ元気！おらがまちを応援し隊！

　市と北秋田地域振興局の共催による「“Ｇちゃん”
サミットアンコール編」が、２月 14 日に中央公民
館で行われ、市内外から 380 人が参加しました。
　この事業は、少子高齢化が進むなかで自ら生涯学
習に取り組み、仲間づくり活動を通じてお互いに支
え合う地域づくりを進めている元気な高齢者の活動
を紹介し、世代間交流や地域間交流を通して更に地
域貢献活動を広げることを目的としています。
　地域福祉アドバイザーの鳥居一頼先生の基調講演
や「元気をつなげる人間パワー」と題してシンポジ 　▲スーパー “Ｇちゃん” によるシンポジウム

ウムを行ったほか、民俗芸能、演劇、ダンス等、元
気名人＆キッズステージに会場は盛り上がりました。～”Ｇちゃん”サミット　アンコール編～

ろ　か

しんさき


